
平成２８年度学校教育自己診断について 

 

1. 実施時期  保護者：平成２８年１２月０６日～０９日 

  教職員：平成２８年１１月２１日～２５日 

 

2. 回 収 率 保護者：１０９/１７６ ６２％（前年度６３％） 

教職員：１２７/１３４ ９５％（前年度６８％） 

小学部３９/３９ １００％ 

中学部２４/２４ １００％ 

高等部６５/７１  ９２％ 

 

3. 調査に関する改善 

 設問の量と質を見直し、回収率を上げ的確で信頼性のある学校教育自己診断を行い、本校の強みと課

題を把握し、めざす学校像と中期的目標を達成する。 

 保護者宛の学校教育自己診断票 教員宛の学校教育自己診断票 

ねらい 

時代の流れに即した質問項目や、学校全体

を俯瞰的に評価できるような質問項目に揃

え、現在の本校の的確な評価を得るため。 

質問の主語を明確にして、アンケート結果を

個人因子と集団因子に分別して課題分析し、

組織力（チーム学校）の向上を目指すため。 

設問の量 45項目 → 26項目 41項目 → 27項目 

設問の質 

 質問内容の類似・重複のある質問項目をまとめる。 

 近年の支援学校を取り巻く環境の変化(医療・福祉など)へ対応する。 

 府立肢体不自由校 5 校を参考として、近年、支援学校や支援教育に求められる役割等

を把握する。 

 

4. 昨年度からの課題 

 情報発信の内容の検証 

 情報発信の方法の検証 ※教育方針・交流・進路指導・医療的ケア・防災防犯対策 

 学校教育自己診断の各設問の意図の検証 

 会議・研修の在り方 

 人権尊重の姿勢に基づいた児童生徒指導の点検 

 

5. 今後の課題 

 危機管理に係わる内容の情報発信の検証 

 会議・研修の在り方 

 学校経営計画(めざす学校像・今年度の重点目標)の共有と浸透 

 各学部目標・各教科領域の目標の共有と浸透 

 学校教育自己診断の活用。この自己診断の結果と分析、学校協議会からの意見を全教職員が共

有し課題意識を持つ 


